
 

 

ヒキガエルが不死の薬を搗
つ

く姿より、うさぎが餅をつ

くほうががわいいよな… 

こっちでは不死の薬を飲

むんやな。この仙薬の名

前は、いろんなところで

みるわ。 

 中国では、日本と同じく月にうさぎが住んでいると言われています。しかしその昔は、うさぎ

ではなく、蟾 蜍
ひきがえる

が住んでいると言われていました。 

 むかし中国にそれはそれは美しい姮
こう

蛾
が

という女性がいました。姮
こう

蛾
が

は、弓の名人である羿
げい

の妻

です。あるとき、太陽が十個現れ、彼は弓を引き九個射落としました。それにより、女神・西
せい

王
おう

母
ぼ

から不老不死の薬を手に入れます。しかし、姮
こう

蛾
が

はそれを盗み出し、秘薬を飲んで月へ逃げて

しまいました。ところが、月につくと、その姿はたちまち醜い蟾 蜍
ひきがえる

に変わり、その姿で今も不

死の薬を杵
きね

で搗
つ

いているのです。 

 ヒキガエルになった姮
こう

蛾
が

のお話は、前漢時代(紀元前 197～122 年)の以前から伝わっていま

したが、だんだんと散逸していきます。いつしか白
はく

兎
と

が月に現れ、玉のような色をしている白兎

こと 玉
ぎょく

兎
と

、つまりうさぎが月の代名詞になっていきました。 

姮
こう

蛾
が

（ 嫦
じょう

蛾
が

）（中国） 

月の都の人ってどんだ

け美しいんだ…！？！ 

一千年以上前からある

という物語。ずっと言

い伝えられてきたのは

すごいことやんね。 

「いまは昔、竹取の翁といふもの有（り）けり。 

野山にまじりて竹を取りつつ、よろづの事に使ひけり。………」 

でおなじみの、平安時代初期に作られたという作者不明の日本最古の物語、竹取物語。

月の昔話と言えば、この物語を思い浮かべる人も多いのではないでしょうか。 

 竹の中から生まれた「かぐや姫」。すくすくと成長し、その麗しさに都の 5 人の貴公

子も帝も夢中になりました。しかし、彼女は「私は人間世界の人ではなく、月の都の人

なのです。」と言います。そして翁をはじめ多くの人がかぐや姫を月へ帰さないように

しますが、光り輝く天人の前にはなすすべもなく、彼女は地上の事を忘れて月の世界へ

帰りました。 

 翁も帝もかぐや姫がいなくなったことをひどく悲しみました。かぐや姫は帰る間際、

帝に不死の薬の入った壺と手紙を残していきましたが、帝は姫のいない世に命を惜しむ

理由はなく意味がないと言います。そして不死の薬と手紙を、一番天に近い山の頂上で

燃やすよう命じました。その山は駿河の国にあり、たくさんの士を引き連れて登った山

として「士に富む山」即ち「富士の山」と名付けられたと伝わっています。 

竹取物語（日本） 

人と月 

えーちゃん 

ベテラン図書館ユーザー。 

それ太陽な。まあ、あってるち

ゃあってるか。 

スマホケースは宇宙柄。 

イワイ 

図書館ビギナー。 

東から西へ移動することは 

知ってるし。 

月より団子派。 
夢とロマンであふれる宇宙のなかで、私たち人類にとって最も身近な天体である月。この４月

には、NASA の「アルテミスⅡ」が月の裏側の配信を行いました。それはアポロ計画以来の有人

の月周回飛行です。 

次のさらに次の月面着陸のまえに、人が月に降り立つことなど夢物語であったころの人々が残

してきたお話を、少しのぞいてみませんか…？ 
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月ってのは、昔から身近な存在なんだな。 

日本書紀では、保 食
うけもちの

神
かみ

を殺したっていうおはなしも

あるん。似たお話が須
す

佐
さ

之男
の お の

命
みこと

にもあるから同一神

格という説もあるんやって。 

 古事記によると、月の神様である月
つく

読
よみの

尊
みこと

は、天
あま

照
てらす

大御神
お お み か み

と須佐之
す さ の

男
おの

命
みこと

と 

ともに三貴子と称されています。 

 伊邪那
い ざ な

岐
ぎの

命
みこと

が、亡くなった妻恋しさに向かった黄泉の国から戻った後、付着し

た穢れを落とすための 禊
みそぎ

によって、左目を洗うと「天
あま

照
てらす

大御神
お お み か み

」が、右目を洗

うと「月 読
つくよみの

尊
みこと

」が、鼻を洗うと「須
す

佐
さ

之
の

男
おの

命
みこと

」が生まれました。伊邪那
い ざ な

岐
ぎの

命
みこと

は、その三柱の神々それぞれに高天原
たかまがはら

、夜の国、海原を治めるように命じたので

す。 

 しかし、この夜の領域の神様である月読
つくよみ

尊
のみこと

についての記述が少なく、古事記

ではこの生まれたときのお話だけです。日本書紀では、別のお話もあるようです

が、やはり同じ三貴子の天
あま

照
てらす

大御神
お お み か み

や須佐之
す さ の

男
おの

命
みこと

と比べると少なく、不思議な

神様です。 

 そんな謎多き月読
つくよみ

尊
のみこと

は、読んで字のごとく「月を読む」神様で月齢を数え、

暦を読むことを意味します。月は、太陽と同じく種まきや刈り入れの時期や魚の

産卵期などを教えてくれた存在です。農耕・漁猟生活を営んでいた古代の人々に

とって不可欠な天体でした。 

月
つく

読
よみの

尊
みこと

（月弓尊、月夜見尊） 

つきはすごいの巻 

㉞ 

平安時代には男性を待つ女性の気持ちを、月の満ち

欠けを用いて歌をたくさん詠んでたぐらいだし。 

あと、日本ではうさぎが月にいるっていう話もさ、

国によっては女性の横顔だったり、カニだったり、

本を読むおばあさんだったりもするんだよな！ 

今度、アタシにはどう見えるか月をみてみよっかな… 

※ 

※ 


